
























要約:学習障害は歴史的に,微細脳機能障害(MBD)の概念と結び付いて理解されてきた。し

かし近年その概念が広がり,操作的診断が日常化したため学習障害が「中枢性の障害によ

るものか?」という問いが改めて重要になった。そこで聴覚型学習障害児のモデルとして

の小児の聴覚失認症例について検討を行った。課題への答えは学習障害の定義による部分

が大きいが,今回の比較からは脳の局在性病変よりは禰慢性の大脳機能異常に近いものと

考えた。学習障害の神経生理学的検査につき文献的考察を加えた。


